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歩数の計上の仕方に関わる状態として、「非歩行中」、「様子見」、「歩行中」を抽出しました。 

また、それら 3 つの状態のいずれもリセットが同じ様にできることを示すため、「動作中」状態を設け

リセットイベントを扱える様にし、計上の仕方に関わる３つの状態をネストさせました。このようにネスト

した状態を抽出すると、共通するイベントとアクションをまとめて記述することができます。 

stm 歩数計速

動作中

リセット /
歩数を0にする

歩行中

一歩検出 /
歩数に1を加える

様子見

entry / 様子見歩数=1
一歩検出 [様子見歩数 < 9] /
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